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本事業において活用している交付金について
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外部有識者の意見聴取



3

（参考）松戸市の地方創生SDGsの推進について

2022年（令和4年度）、松戸市は内閣府より

「SDGs未来都市」「自治体SDGsモデル事業」に選定

野田大臣（当時）
より選定証授与

常盤平団地エリアをモ
デル地区として設定し
て取組推進



地方創生SDGs産学官民連携推進事業の概要について

申請者 千葉県松戸市 初回採択回 令和５年度第１回募集

事業計画期間 R５～R９年度（5年間）
令和５年度事業費
(交付額1/2)

11,777千円（5,888千円）

事業タイプ・類
型

地方創生推進タイプ（横展開型） 事業分野（詳細） 生涯活躍のまち分野

目的（効果）

１ 多様な主体のアイディアやノウハウを活かし地域課題の解決を図るため、SDGsに取り組む
企業・団体等と連携し、SDGsをきっかけとした産学官民の連携を促進する。

２ SDGsネイティブとも言われるZ世代を主体にSDGsの観点を軸に地域との関わりを深め、
本市での就職率・愛着率を高める。

３ 大学等との共同研究及びその成果を活用し、産学官民連携を軸とした多世代交流を推進する。

令和5年度
事業概要・
主な経費

１ SDGsを原動力にした産官学連携促進
①まつどSDGsキャラバンメンバーシップ制度/セミナー実施（委託料）
②まつどSDGs×産学官民連携事業提案窓口
③常盤平地域を中心としたSDGsの推進に係る会議（報償費等）

２ Z世代による事業推進
Z世代による活動に係る推進事業（委託料）
まつどSDGsキャラバン推進事業（(株)ミライノラボ）

３ 産学官民連携による多世代交流の推進
①住民の健康増進に向けた共同研究（委託料）

健康プログラムTOKIWALK（トキウォーク）設置・活用（千葉大）
②大学等による住民参加型イベント補助（補助金）

デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
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令和5年度に実施した事業の実績
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① まつどSDGsキャラバンメンバーシップ制度
本市におけるSDGs達成に向けた機運を醸成することを目
的に、本市に関わりのある企業・団体等が、自らのSDGs達
成に向けた取り組みについて考え、宣言書を作成し、市に申
請・登録する制度。令和5年8月開始。

＜第１回：令和6年1月２５日（木）＞
表 題：知らないのはもったいない？SDGs経営に取り組む意義
概 要：変わりゆく社会の中でSDGs経営に取り組む意義を解説
参加者：16名

＜第２回：令和6年2月15日（木）＞
表 題：SDGsに向け自ら取り組む課題を特定する方法とは
概 要：具体的にSDGsに向けて取り組む課題の設定方法を体験
参加者：７名

セミナーの実施（計２回）

チラシ・ロゴによるPR

② まつどSDGs×産学官民連携 事業提案窓口
民間企業等の提案・アイデアを活かして行政課題を解決する産
学官民連携活動を推進するため、SDGs未来都市計画に基づ
き令和５年1月に設置した事業提案窓口。市の「オンライン申請
システム」から、常時提案を受け付け。

連携事業者…㈱明日香 子ねくとラボ
保育分野において、熟練の保育士のスキルや知識を還元し組織
レベルでの質向上を実現させる取組み。「保育士の目線」を動画
化し活用することで、職員間のフィードバックや情報共有等を効
果的に実施。

保育課と協働し、二十世紀が丘保育所にて実証実験を実施した。
（令和6年2月提案受付、5～6月実証実験実施）

連携事例：保育士目線の見える化企画『まなざしプロジェクト』

③ 常盤平地域を中心としたSDGsの推進に係る会議
SDGsの達成に向け、市民、企業、各種団体等のステークホル
ダー及びZ世代と連携し、常盤平団地エリアのSDGsの取組
みを総合的かつ効果的に推進するため、「まつどSDGｓキャラ
バン推進会議」を開催。（令和５年度は３回開催）

１ SDGsを原動力にした産官学連携促進



令和5年度に実施した事業の実績
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Z世代による事業推進
本市の産学官民連携においては、市内在学・在住のZ世代が事業に主体的に関わり、Z世代の視点で地域課題の解決や多世代交
流を目指していくこととし、令和4年度に策定したアクションプランに基づき取組みを実施。

Z世代が作成したアクションプラン

・令和6年３月23日（土）
SDGsミニ・イルミネーションイベント実証実験実施

夕方から夜間にかけての団
地内の暗さが課題として挙
げられた。

足元を照らす電飾の常設化
を図るために、実証実験を
行う。

① 足元イルミ アクションプラン

活動の背景 令和5年度の活動

・参加メンバー 約20人（聖徳大、千葉大、流経大 等）
・Meetupを８回開催（常盤平エリアでのディスカッション）

・TOKIWALK関連イベントに、サポートとして参加
・TOKIWALKを活用し 「TOKIWALKプロギングツアー」を実施

④⑦常盤平×若者 アクションプラン

健康×まちづくり常盤平の良さを活かし、住む人
が健康になるまちをつくりたい。

年3回のイベントを実施し、ルートを作成する
ほか新たなサインを17か所設置。

常盤平団地の自然の中で若者も集
まるまちをつくりたい。

Z世代がディスカッションする会とし
てMeetupを実施。

③ ウェルネス アクションプラン

・「古着でオリジナルフラッグづくり」 ワークショップを3回実施

⑤⑥多文化共生×アートワークショップ アクションプラン

アートを通じて、日本人と外国人が交
流できるまちをつくりたい。

多文化共生をテーマにした、オリジナルフラッグ
を作るアートワークショップを開催。

活動の背景 令和5年度の活動

活動の背景 令和5年度の活動

活動の背景 令和5年度の活動

２ Z世代による事業推進



令和5年度に実施した事業の実績
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① 住民の健康増進に向けた共同研究（TOKIWALKトキウォーク）
TOKIWALKとは、常盤平団地及び団地周辺の公園等に設置されたチェックポイントを巡ることで、地域の豊かな緑を楽しみな
がらウォーキングを促す健康プログラム。UR都市機構の協力のもと、松戸市と千葉大学予防医学センターの共同研究として実施。

健康プログラム「TOKIWALK」設置・活用

＜当初のマップ＞ ＜チェックポイント増設後のマップ＞

３ 産学官民連携による多世代交流の推進



令和5年度に実施した事業の実績
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② 大学等による住民参加型イベント補助
市内４大学に対し、常盤平団地エリアにおいて地域課題の解決につながり、住民も一緒に参加できるイベントを実施した際に補助
を行うもの（１回最大200,000円）。（松戸市大学等連携SDGs推進事業費補助）

市内の大学等主催の住民参加型イベント支援

３ 産学官民連携による多世代交流の推進



本事業のKPIの設定について
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SDGs産学官民連携に係る提案マッチング数（回）KPI①

「まつどSDGsキャラバンメンバーシップ制度に登録した事業者数（者）KPI②

「まつどSDGsキャラバン」に参加するZ世代数（人）KPI③

市内4大学の在学生における市内就学率及び就職率（％）KPI④

140回最終目標値

520者最終目標値

90人最終目標値

6.7％最終目標値

令
和
9
年
度
ま
で
継
続

本事業は、SDGsの達成を原動力とした産学官民の連携強化とそれに伴う地域課題解決推進を目的とするとともに、Z世代の
学生が主体的に関わり、Z世代の視点で地域課題の解決や多世代交流を促進する事業を実施することで、Z世代の本市への愛
着を高めることにもつながるという考え方から、以下のKPIを設定。

SDGs産学官民連携に係る提案マッチング数（回）KPI①

事業開始前 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 期間累計

KPI目標 ー 20回 30回 30回 30回 30回 140回

実績 0回 5回 ー ー ー ー 5回

差分 ー ▲15回 ー ー ー ー ▲135回

令和5年度KPIは「未達」。（▲15回）
理由：提案受領数そのものが少なく、受領した提案につい
てもヒアリングを実施するに至らないものがあったため。

令和6年度以降の取り組み方針
・まつどSDGsキャラバンメンバーシップ制度に
おけるセミナー・交流会での周知啓発

・様々な媒体を通じた本提案窓口の活用提案・PR
・実施事業を官民連携の好例として庁内で情報共有
・提案しやすいスキームへの改善



本事業のKPIの推移及び今後について

10

「まつどSDGsキャラバンメンバーシップ制度」に登録した事業者数（者）KPI②

事業開始前 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 期間累計

KPI目標 ー 400者 30者 30者 30者 30者 520者

実績 0者 60者 ー ー ー ー 60者

差分 ー ▲340者 ー ー ー ー ▲460者

令和5年度KPIは「未達」。（▲340者）
理由：8月から制度開始であり、一定の周知活
動は実施したものの、制度が浸透せず申請件数
が少なかったため。

令和6年度以降の取組み方針
・制度の認知度向上のため、松戸商工会議所等と連携したPR活動の実施
・既存のPR手法の積極的な活用及び新たな手法の検討・実施
・セミナーや交流会等のインセンティブ強化

令和5年度KPIは「達成」。（＋44人）
理由：参加者募集や活動の情報発信について、
市内大学の協力が得られたため。

令和6年度以降の取組み方針
・常盤平団地エリアにとどまらない市内全域を対象とした活動の実施
・Z世代とまつどSDGsキャラバンメンバーシップ制度登録者との交流促進
・Z世代ならではのアイディアを活用した情報発信

「まつどSDGsキャラバン」に参加するZ世代数（人）KPI③

事業開始前 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 期間累計

KPI目標 10人 40人 20人 10人 10人 10人 90人

実績 32人 84人 ー ー ー ー 116人

差分 ＋22人 ＋44人 ー ー ー ー ＋26人

市内4大学の在学生における市内就学率及び就職率（％）KPI④

令和5年度KPIは「未達」。（▲0.7％）
理由：市内の該当する学生が増えなかったため。

令和6年度以降の取組み方針
・学生の市への愛着につながるような魅力向上に資する事業の推進

事業開始前 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

KPI目標 ー 5.5％ 6.0％ 6.5％ 6.6％ 6.7％

実績 5.0％ 4.8％ ー ー ー ー

差分 ー ▲0.7％ ー ー ー ー


